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大
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大
野
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昨
年
7
月
15
日
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
、

武
雄
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の

発
送
が
約
2
万
7
千
件
遅
延
し
て
い
る

こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
市
長
は
、
16
日
に
記
者
会
見
し
て
、

「
陳
謝
」
の
報
道
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
間
、
市
議
会
に
は
何
の

説
明
も
な
く
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。
よ
う

や
く
、
2
週
間
た
っ
て
全
員
協
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
7
月
30
日
全
員
協

議
会
の
中
で
市
企
画
部
か
ら
、
表
1
の

通
り
ふ
る
さ
と
納
税
の
遅
延
問
題
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た

１、概要

主に令和２年の年末から年明けに寄付を受け付けたふるさと納税に係る返礼品のうち米や

肉の発送が遅れており、原因としては当該返礼品を取り扱う返礼品提供事業者において、

返礼品の調達ができず、計画どおりの配送ができなかったことが原因です。

２、発送が遅延している返礼品（令和３年７月３０日現在２６，８４８件）

・令和２年度産さがびより１５㎏、１１，９１５件（寄付件数１９，４８２件）

・佐賀産和牛切り落とし１．２㎏　 １３，８６９件（寄付件数３３，９４４件）

・佐賀産和牛・九州産黒毛和牛切り落とし１．６㎏　１，０６４件（寄付総数３，０４４件）

３、武雄市ふるさと納税受託事業者

株式会社太平商会　代表取締役　田中大志朗

　武雄市北方町大字志久１２４６番地

４、遅延を発生させた返礼品提供事業者

　アースグロー株式会社　代表取締役　小川太志

　　佐賀市田代町２丁目２番３２号

今
後
の
市
の
対
応
に
つ
い
て
は
①

ふ
る
さ
と
納
税
の
業
務
委
託
契
約
の

「
大
平
商
会
」
と
の
契
約
を
8
月
末
日

で
解
除
す
る
②
解
除
後
は
市
が
直
接

業
務
を
行
う
。「
大
平
商
会
」
に
令
和

2
年
度
分
の
委
託
料
の
一
部
返
還
、

令
和
3
年
度
契
約
に
係
る
違
約
金
、

今
回
の
遅
延
に
係
る
経
費
の
損
害
賠

償
を
請
求
し
ま
す
③
返
礼
品
に
つ
い

て
は
、
寄
付
額
の
3
割
以
内
の
金
額

で
調
達
可
能
な
代
替
品
を
提
案
し
寄

付
者
へ
配
送
し
た
い
。
年
内
に
は
配

送
を
完
了
し
た
い
。
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

市
議
１１
名
で
「
百
条
委
員
会
」
の
設
置
を
求
め
る

9
月
13
日
、
武
雄
市
議
会
に
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
委
託
業
務
等
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
を
求
め

る
決
議
が
、
11
名
の
市
議
の
連
名
で

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、

賛
成
15
名
。
反
対
は
3
名
、松
尾
初
秋
、

上
田
、
末
藤
議
員
で
、
賛
成
多
数
で

可
決
成
立
し
ま
し
た
。

大
平
商
会
「
関
係
書
類
滅
失
証
明
書
」
を
提
出

10
月
26
日
、
第
5
回
「
調
査
特
別

委
員
会
」
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
委

託
業
者
「
大
平
商
会
」
の
代
表
取

締
役
、
田
中
大
志
朗
社
長
は
、
納

品
書
ま
た
は
令
和
2
年
度
分
の
請

求
書
及
び
各
取
引
業
者
と
の
契
約

書
等
、
収
支
決
算
書
を
、
水
害
に

よ
る
書
類
が
水
没
の
た
め
と
し

て
、
関
係
書
類
滅
失
証
明
書
が
、

25
日
付
き
で
、
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

下
の
写
真
は
、
大
平
商
会
の
所

在
地
で
す
。
こ
こ
が
浸
か
る
と
北

方
は
ど
こ
で
も
浸
か
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、「
大
平
商
会
」
の
「
水

没
し
た
」
と
い
う
言
い
分
に
は
大

き
な
疑
問
が
残
り
ま
す
。

11
月
5
日
、
第
６
回
調
査
特
別

委
員
会
」
は
、前
回
に
続
い
て
「
大

平
商
会
」
の
証
人
喚
問
が
行
は
れ

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
「
宣
誓
も
証

言
も
」
拒
否
す
る
と
明
言
。
委
員

会
は
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
「
告

発
」
す
る
事
を
議
決
し
ま
し
た
。

市
長
は
委
託
業
者
の
顔
も
知
ら
な
か
っ
た

12
月
1
日
、
第
7
回
調
査
特
別
委

員
会
で
は
、
企
画
部
長
、
副
市
長
を

参
考
人
と
し
て
、
市
長
を
説
明
員
と

し
て
出
席
を
求
め
て
調
査
が
進
め
ら

れ
ま
し
た
。

調
査
の
な
か
で
、
市
長
か
ら
委
託

業
者
「
大
平
商
会
」
に
つ
い
て
は
、「
顔

も
知
ら
な
い
」
と
の
答
え
を
聞
い
て

び
っ
く
り
で
し
た
。

そ
し
て
市
長
は
、
公
務
員
は
法
に

則
っ
て
、
決
裁
規
定
に
則
っ
て
ト
ッ

プ
の
私
に
責
任
が
あ
り
ま
す
と
の
認

識
を
示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
委
託

業
者
と
Ａ
社
の
契
約
書
が
な
い
不
可

解
な
こ
と
な
ど
未
解
明
が
残
さ
れ
ま

し
た
。

12
月
定
例
市
議
会
の
最
終
日
、
議

場
に
入
っ
て
机
の
上
に
「
市
長
、
副

市
長
の
給
料
」
の
減
額
措
置
、
10
％
、

3
ヵ
月
間
（
来
年
１
月
～
３
月
）
の

条
例
改
正
の
議
案
が
配
布
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

江
原
議
員
は
、
突
然
の
こ
の
事
態

に
「
こ
の
議
案
が
、
今
朝
に
な
っ
て

急
き
ょ
提
案
さ
れ
た
、
異
常
で
す
。

武
雄
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
委
託
業

務
問
題
は
、
約
2
万
7
千
件
に
も
及

ぶ
返
礼
品
の
遅
延
問
題
は
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
議
会
に
説
明
さ
れ
て
い
る

の
は
約
7
千
件
、
目
途
が
立
っ
て
な

い
、
今
、
市
長
は
メ
ド
が
つ
く
と
い

う
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ

2
0
0
件
ほ
ど
連
絡
取
れ
な
い
。
あ

る
い
は
応
じ
ら
れ
な
い
。

ま
た
、
今
日
の
新
聞
に
は
、
埼
玉

県
の
納
税
者
の
訴
訟
問
題
が
報
道
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
市
は
「
棄
却
」
を

求
め
て
い
ま
す
。
ま
だ
問
題
が
終
了

し
て
な
い
の
に
、
こ
の
提
案
は
、
す

べ
て
終
了
し
て
か
ら
責
任
問
題
に
つ

い
て
問
う
の
が
前
提
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
案
件
は
取
り
下
げ
て
ほ
し
い
。

さ
ら
に
、
こ
の
間
、
私
、
事
務
決

裁
規
定
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に
担
当

部
長
が
違
反
し
て
い
る
、
副
市
長
も

執
行
部
も
認
め
ら
れ
た
。
対
応
に
つ

い
て
報
告
が
な
い
。

一
連
の
問
題
と
し
て
こ
の
案
件
は

取
り
下
げ
て
、
責
任
問
題
に
つ
い
て

は
、
ち
ゃ
ん
と
終
わ
っ
て
か
ら
行
う

事
務
決
済
規
定
に
違
反

返
礼
品
の
手
続
き
終
わ
っ
て
な
い

2
0
2
1
年
（
令
和
3
年
）
12
月

28
日
、
武
雄
市
議
有
志
7
人
が
武
雄

市
ふ
る
さ
と
納
税
の
業
務
委
託
会
社

社
長
、
田
中
大
志
郎
氏
を
私
文
書
偽

造
罪
、
同
行
使
罪
及
び
詐
欺
罪
で
武

雄
警
察
署
に
「
告
発
状
」
を
提
出
し

ま
し
た
。

警
察
署
は
精
査
を
し
て
受
理
す
る

か
ど
う
か
判
断
す
る
と
の
返
答
で

す
。
そ
の
後
、
市
役
所
記
者
室
で
記

者
会
見
を
開
き
ま
し
た
。「
百
条
委

員
会
で
証
言
拒
否
し
た
大
平
商
会
社

長
、
田
中
大
志
郎
氏
は
地
方
自
治
法

第
1
0
0
条
3
項
で
告
発
を
受
け
て

い
る
が
、
さ
ら
に
、
百
条
委
員
会
に

提
出
さ
れ
た
資
料
か
ら
調
査
し
た
結

果
、
刑
事
罰
に
相
当
す
る
材
料
が

揃
っ
た
と
し
て
『
告
発
状
』
を
提
出

し
た
」
と
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
太
平
商
会
」

3
8
0
7
万
円
払
わ
ず

市
は
、
太
平
商
会
に
令
和
2
年
度

武
雄
市
「
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
」
に

か
か
わ
る
不
履
行
分
3
7
6
6
万

2
2
4
0
円
と
令
和
3
年
度
違
約
金

4

1

万

6

5

6

3

円
。
合

計

3
8
0
7
万
8
8
0
3
円
の
損
害
賠

償
を
請
求
し
て
い
ま
す
が
、
12
月
28

日
の
期
日
ま
で
に
支
払
っ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
ん
な
会
社
に
「
ふ
る
さ
と
納

税
事
業
」
の
業
務
委
託
を
し
て
い
た

こ
と
が
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

市
議
7
人

武
雄
警
察
署
に

「
告
発
状
」
を
提
出

べ
き
で
す
」
と
要
求
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
小
松
市
長
は
、「
ご

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
約

2
0
0
件
の
方
に
つ
い
て
は
、
現
在

ま
だ
引
き
続
き
、
こ
ち
ら
と
し
て
も

対
応
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

2
万
8
千
件
の
う
ち
、
お
お
む
ね
完

了
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
お
お
む
ね
完
了
と
い
う
こ
と
で
、

メ
ド
が
つ
い
た
と
い
う
、
こ
の
時
点

を
も
っ
て
、
今
回
議
案
を
出
し
た
と

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

【表1】

こ
れ
で
幕
引
き
は

許
さ
れ
な
い

江
原
一
雄
の
市
議
会
報
告

問われる市政と委託業者　ふるさと納税の根幹をゆるがす
「大平商会」・返礼品事業者「アースグロー」

原
因
は
、
業
務
委
託
の
選
定
の
在

り
方
で
す
。
武
雄
市
の
事
務
決
裁
規

程
に
違
反
（
副
市
長
の
決
裁
印
が
無

い
）
し
て
い
ま
し
た
。
委
託
業
者
「
大

平
商
会
」
は
、
約
2
万
7
千
件
に
も

及
ぶ
返
礼
品
の
遅
延
を
起
こ
し
て
い

る
の
に
、
謝
罪
の
言
葉
も
な
い
。
市

議
会
全
員
協
議
会
で
の
8
月
27
日
、

副
市
長
と
議
長
の
不

可
解
な
行
動
が
問
わ

れ
ま
す
。
江
原
議
員

は
12
月
議
会
の
一
般

質
問
で
「
一
連
の
不

祥
事
の
責
任
を
取
っ

て
、
選
定
委
員
長
、

副
市
長
、
市
長
は
職

を
辞
す
べ
き
で
す
」

と
求
め
ま
し
た
。
市

長
は
「
重
く
受
け
止

め
ま
す
」
と
答
弁
。
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六
角
川
流
域
治
水
対
策
た
だ
ち
に

気
候
危
機
、
地
球
温
暖
化
、
線
状

降
水
帯
、
度
重
な
る
豪
雨
災
害
が
3

年
前
、
昨
年
と
市
内
約
1
7
0
0
戸

を
超
え
る
家
屋
が
浸
水
し
ま
し
た
。

被
災
者
の
痛
切
な
声
は
、「
ま
た
、
次

も
来
る
な
ら
も
う
住
め
な
い
」「
ま
た

来
年
も
同
じ
よ
う
な
水
害
に
遭
う
の

で
は
」
と
い
う
恐
れ
で
す
。
そ
の
た

め
に
、
落
ち
着
か
な
い
不
安
な
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
声
に
応
え
る
行
政
と
政
治
の
責

任
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
武
雄
市
政
に
と
っ
て
は
長

年
の
大
問
題
で
あ
り
、
た
だ
ち
に
六

角
川
流
域
治
水
対
策
の
根
本
的
、
抜

本
的
な
治
水
対
策
が
必
要
で
す
。

市
長
「
六
角
川
の
対
策
は
川
の
中
、

　
　
　
　
　
　
　

「
一
本
足
打
法
」
だ
っ
た

昨
年
9
月
と
１
２
月
市
議
会
で
一

般
質
問
に
立
っ
た
江
原
一
雄
市
議
は
、

六
角
川
流
域
治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

「
2
度
と
浸
水
し
な
い
よ
う
に
」「
来

年
は
す
ぐ
来
ま
す
早
め
の
対
策
を
」

と
。
被
災
者
の
声
を
取
り
上
げ
、
白

石
町
長
の
議
会
答
弁
も
紹
介
し
、
市

長
に
迫
り
ま
し
た
。

小
松
市
長
は
、「
こ
れ
ま
で
の
六
角

川
の
対
策
は
本
線
（
本
川
）
の
対
策
、

い
わ
ば
「
一
本
足
打
法
」
だ
っ
た
と
。

今
の
気
候
変
動
に
対
応
で
き
な
い
。

当
然
、
本
線
の
対
策
は
必
要
だ
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
六
角
川
流

域
の
3
市
3
町
・
県
が
広
域
と
し
て

流
域
治
水
を
合
わ
せ
て
進
め
て
、
こ

の
気
候
変
動
に
対
応
し
な
い
と
、
床

上
ゼ
ロ
に
も
っ
て
い
け
な
い
」。
と
答

弁
し
ま
し
た
。

江
原
市
議
は
、「
市
長
の
そ
の
立
場
、

共
有
し
て
市
民
と
力
を
合
わ
せ
て
シ

ス
テ
ム
づ
く
り
を
進
め
た
い
」。
被
災

者
の
痛
切
な
思
い
に
応
え
る
道
で
す
。

水
は
上
か
ら
下
へ
、
白
石
平
野
を
通
っ

て
ポ
ン
プ
で
有
明
海
に
排
水
す
る
事

前
排
水
、
た
め
池
の
事
前
排
水
を
県

の
主
導
と
3
市
3
町
の
流
域
治
水
を

構
築
す
る
緊
急
事
業
に
直
ち
に
取
り

組
む
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

昨
年
9
月
と
12
月
市
議
会
、
市
議

会
に
北
方
町
の
被
災
者
の
名
前
で
3

つ
の
「
請
願
書
」
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。「

導
水
管
建
設
に
関
す
る
請
願
書
」

「
常
襲
水
害
地
に
関
す
る
請
願
書
」

「
繰
り
返
さ
れ
る
水
害
を
防
止
す
る

た
め
に
早
急
な
対
策
を
求
め
る
意
見

書
に
関
す
る
請
願
」
で
す
。
し
か
し
、

市
議
会
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、

こ
の
「
導
水
管
建
設
に
関
す
る
請
願

書
」
を
廃
案
に
、
12
月
の
議
会
に
提

出
さ
れ
た
2
件
は
継
続
審
査
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
。
江
原
一
雄
議
員
は
、

12
月
議
会
の
最
終
日
に
取
り
上
げ
ま

し
た
。

江
原
議
員
は
、「
た
だ
い
ま
、
閉

会
中
審
査
の
申
出
に
つ
い
て
、
異
議

あ
り
と
い
う
こ
と
で
議
長 

に
求
め

ま
す
。
私
は
、
9
月
議
会
も
、
そ
し

て
今 

12 
月
議
会
も
、
請
願
書
の
3

件
と
も
、
甚
大
な
被
災
を
受
け
た
被

災
者
の
皆
さ
ん
の
こ
の
切
実
な
る
願

い
を
、
議
会
と
し
て
ち
ゃ
ん
と
受
け

止
め
る
、
こ
れ
が
今
、
問
わ 

れ
て

る
ん
で
す
よ
。 

そ
れ
を
継
続
審
査
、

あ
る
い
は
9
月
議
会
の
請
願
は
廃
案

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

議
長
、
こ
の

請
願
者
の
趣
旨
に
沿
う
よ
う
、 

議
会

と
し
て
の
姿
を
示
す
べ
き
で
、「
請

願
書
」
を
議
会
と
し
て
採
択
す
べ
き

で
す
」
と 

訴
え
ま
し
た
。

被
災
者
の
痛
切
な
声
を
、
市
議
会
は
取
り
上
げ
な
い
の
か

また同じような水害に遭うのでは
被災者の不安の声

8 月 14 日の水害状況　（上空写真）
水色は六角川

8 月 14 日の水害状況　北方町志久付近　（上空写真）

2019 年の被災で購入された新品の家電がまた水没で廃棄される 表
1
と
表
2
の
通
り
、
元
々
市
の

説
明
も
「
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
」

と
し
て
い
た
の
で
す
か
ら
、
い
つ
誰

が
方
針
変
更
を
指
示
し
た
か
が
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

表

3

は
、
武

雄
市
が
全
市
民

に
発
送
し
た
戸

別
受
信
機
の
「
貸

与
申
請
書
兼
同

意
書
在
中
」
で

す
。こ

の
返
信
封

筒
が
示
し
て
い

る
よ
う
に
明
ら
か
に
「
市
の
財
産
の

取
得
」
そ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
く
ら
い
明
確
な
証
拠
は
な
い
で

し
ょ
う
。

市
の
条
例
は
、「
議
会
の
議
決
に

付
す
べ
き
契
約
」
は
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
ま
す
。

第
2
条
は
、「
議
会
の
議
決
に
付

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
契
約
は
、
予

定
価
格
1
億
5
0
0
0
万
円
以
上
の

工
事
又
は
製
造
の
請
負
と
す
る
」。

そ
し
て
、
議
会
の
議
決
に
付
す
べ

き
財
産
の
取
得
又
は
処
分
の
第
3
条

は
、「
議
会
の
議
決
に
付
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
財
産
の
取
得
又
は
処
分

は
、
予
定
価
格
2
0
0
0
万
円
以
上

の
不
動
産
若
し
く
は
動
産
の
買
入
れ

若
し
く
は
売
払
い
又
は
不
動
産
の
信

託
の
受
益
権
の
買
入
れ
若
し
く
は
売

払
い
と
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
条
例
に
照
ら
せ
ば
、
K
社
と

の
契
約
金
額
は
5
億
7
8
4
1
万

2
1
2
0
円
で
す
。
防
災
情
報
発
信

シ
ス
テ
ム
戸
別
受
信
機
設
置
の
契
約

は
、
明
ら
か
に
条
例
に
違
反
し
て
い

る
の
で
す
。

江
原
市
議
を
含
む
市
民
6
人
が
、

小
松
政
市
長
を
相
手
に
「
防
災
情
報

発
信
シ
ス
テ
ム
構
築
業
務
」（
市
が
進

め
る
戸
別
受
信
機
の
設
置
）
契
約
は
、

「
違
法
」
と
し
て
、
契
約
の
取
り
消
し

な
ど
を
求
め
て
住
民
訴
訟
を
佐
賀
地

方
裁
判
所
に
提
訴
し
ま
し
た
。

表
1
の
仕
様
書
に
は
、
議
会
の
承

認
を
必
要
と
す
る
と
い
う
規
定
が
あ

り
ま
す
が
、
議
会
で
の
議
決
が
さ
れ

い
ま
せ
ん
。
1
年
前
に
提
訴
し
、
6

回
の
公
判
が
開
か
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
も
佐
賀
地
方
裁
判
所
で
審
理
が

続
い
て
い
ま
す
。

市
の
財
産
で
し
ょ
う　

戸
別
受
信
機
は

昨
年
の
水
害
で

戸
別
受
信
機
72
台

水
に
浸
か
る

誰
が
方
針
変
更
を
指
示
し
た
の
か

【表1】

【表2】

【表3】

市
民
の
声


